
（ 社 ） 東 洋 音 楽 学 会 西 日 本 支 部
支 部 だ よ り

Newsletter of the West Japan Chapter, Society for Research in Asiatic Music

第５２号（2005年 4 月 1 日）

□  定例研究会のご案内  □

●第２２３回定例研究会（ 日 本 音 楽 学 会 関 西 支 部 と 合 同 例 会 ）

と 　 き ： 2005 年  4 月  23 日 （ 土 ） 　 14: 00 ～

と こ ろ ： 神 戸 大 学 発 達 科 学 部 　C-101 教 室

（ Jr 六 甲 道 駅、 阪 急 六 甲 駅 下 車。 ど ち ら も 神 戸 市 バ ス 36 系

統 ( 鶴 甲 団 地 行 き ) に 乗 り、 「神 大 発 達 科 学 部 前」 下 車 ）

地 図 ： http://www.kobe-u.ac.jp/info/access/rokko/index5.htm  

◎ 修 士 論 文 発 表

１ ） 岡 本 安 紀 （ 京 都 教 育 大 学 ） 14:00-14:40

「明 治 ・ 大 正 期 に お け る 京 都 の
むすめ

女 義 太 夫 - 『京 都 日 出 新 聞』

 の 興 行 記 事 を 中 心 に」

２ ） 大 久 保 真 利 子 （ 大 阪 芸 術 大 学 ） 14:40-15:20

「近 代 日 本 に お け る 長 唄 の 記 録 化 — 記 譜 と 録 音 の 実 際」

３ ） 梶 丸 　 岳 （ 京 都 大 学 ） 15:30-16:10

「プ イ 山 歌 の 音 楽 性 — 言 語 機 能 音 階 論 再 考」

◎ 博 士 論 文 発 表

４ ） 谷 　 正 人 （ 大 阪 大 学 ） 16:10-16:50

 「イ ラ ン 伝 統 音 楽 の 即 興 概 念 − 即 興 モ デ ル と 対 峙 す る 演 奏 者 の
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  精 神 と 記 憶 の あ り 方」

●第２２４回定例研究会（ 日 本 音 楽 学 会 関 西 支 部 と 合 同 例 会 ）

と 　 き ： 2005 年  6 月  18 日 （ 土 ） 　 14: 00 ～

と こ ろ ： 京 都 市 立 芸 術 大 学 　 Ｌ ２ 教 室

（ 京 都 交 通 バ ス 　 JR 京 都 駅、 阪 急 桂 駅 東 口、 四 条 河 原 町 よ

り ( 亀 岡 方 面 ) 「芸 大 前」 下 車 す ぐ ） 地 図 ：

http://www.kcua.ac.jp/indexj.html

◎ 修 士 論 文 発 表

１ ）  馬 淵 紀 久 子 （ 大 阪 大 学 ） 　 14:00-14:40

　 「楽 劇 《堕 ち た る 天 女》 考 —  坪 内 逍 遥、 山 田 耕 筰 双 方 の 視 座

  か ら」

２ ）  小 野 真 紀 （ 大 阪 大 学 ） 　 14:40-15:20

　 「転 換 点 と し て の オ ペ ラ 《ロ ゲ ル 王》 — シ マ ノ フ ス キ と ポ ー ラ

  ン ド の 文 化 的 背 景」

３ ） 清 水 慶 彦 （ 京 都 市 立 芸 術 大 学 ） 　 15:30-16:10

　 「ル チ ア ー ノ ・ ベ リ オ の 作 品 に お け る 音 楽 的 “ 注 釈 ”」

４ ） 冨 岡 三 智 （ 大 阪 市 立 大 学 ） 16:10-16:50

　 「芸 術 創 造 を 牽 引 す る も の — ジ ャ ワ 舞 踊 ス ラ カ ル タ 様 式 の 場 合」

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
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□ 定例研究会の記録  □

● 第 ２ ２ ２ 回 定 例 研 究 会

と 　 き ： 2005 年 2 月 5 日

と こ ろ ： 神 戸 大 学 発 達 科 学 部 　C-101 教 室

◎ パ ネ ル 「音 楽 を 通 し て 見 る 近 代 日 本 の 諸 相」

パ ネ リ ス ト

　 ・ 福 本 康 之  「聖 と 俗 の 西 洋 音 楽 受 容 ─ 仏 教 界 の 事 例 を 中 心 に」

　 ・ 奥 中 康 人  「浜 松 ま つ り の ラ ッ パ を 通 し て 見 る 近 代 日 本 の 諸

相」

　 ・ 寺 田 真 由 美 「寄 席 の 高 座 に お け る 三 味 線 音 楽」

・ 寺 内 直 子  「東 儀 鐡 笛 の 「新 国 民 楽」 と オ ペ ラ 〈常 闇〉 」

（ コ ー デ ィ ネ ー ト ／ 司 会 ）

【パ ネ ル の 趣 旨】 （ 文 責 ： 寺 内 直 子 ）

　 日 本 に と っ て 近 代 は、 西 洋 文 化 と 在 来 の 日 本 の 伝 統 文 化 と い う

二 項 対 立 の 図 式 の 中 で、 さ ま ざ ま な 分 野、 ジ ャ ン ル、 要 素 に お い

て、 西 洋 と 日 本 の 間 の 衝 突、 混 淆、 借 用、 吸 収 な ど が 行 わ れ て き

た。 し か し、 二 つ の 異 な る 文 化 間 の や り と り の 実 態 と メ カ ニ ズ ム

は じ つ は そ れ ほ ど 単 純 で は な い。

　 こ の パ ネ ル で は さ し あ た り 二 つ の 議 論 の 前 提 （ 視 点 ） を 確 認 し

て お く。 一 つ 目 は、 異 文 化 間 で の や り と り を、 内 容 だ け で な く、

場 （ 脈 絡 ）、 機 能 か ら も 考 察 す る、 と い う 視 点 で あ る。 内 容 の や

り と り は、 た と え ば、 ど ん な 要 素 が 取 り 込 ま れ た り、 削 除 さ れ る

の か、 と い う 具 合 に 比 較 的 容 易 に 想 像 が つ き、 見 え や す い。 こ れ

に 対 し て、 文 化 の や り と り が ど の よ う な 目 的 で、 ど の よ う な 脈 絡

で 行 わ れ、 ど の よ う な 機 能 を 持 つ の か、 に 関 す る 考 察 は、 よ り 複

雑 で 多 義 的 な 解 釈 の 余 地 を 含 み 持 つ。 福 本 氏 の 報 告 は、 「聖」 と

「俗」 と い う 二 つ の 脈 絡 に お い て、 仏 教 界 で ど の よ う に 洋 楽 受 容

が 行 わ れ た か を 論 じ る も の で あ る。 ま た、 奥 中 氏 の 報 告 は、 ラ ッ

パ と い う 西 洋 楽 器 が、 日 本 の ロ ー カ ル な 芸 能 に 取 り 込 ま れ た 時、

ど の よ う な 意 味 合 い を 担 っ た か に つ い て 考 察 す る も の で あ る。

　 パ ネ ル の 二 つ 目 の 視 点 は、 一 つ 目 の 「脈 絡」 と い う キ ー ワ ー ド

と も 関 わ る が、 従 来 の 研 究 で は 見 落 と さ れ て き た 周 縁 部、 あ る い
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は 境 界 領 域 に 焦 点 を あ て る、 と い う 点 で あ る。 「境 界」 は、 そ も

そ も 権 力 や 制 度 が 設 定 す る も の で、 そ れ に よ っ て 「主 流」 と 「傍

流」 、 「正 統」 と 「異 端」 、 「中 心」 と 「周 縁」 な ど の 差 異 が 生

み 出 さ れ、 価 値 判 断 が 行 わ れ る。 し か し、 そ の よ う な カ テ ゴ ラ イ

ズ は、 音 楽、 芸 能 自 体 の 質 と （ 関 係 は あ る が ） 本 来 的 に は 別 の 次

元 の 問 題 で あ り、 現 在 は 境 界 に 位 置 し た り、 周 縁 化 さ れ た 音 楽 ・

芸 能 の 方 が、 か え っ て そ の 時 代 の 本 質 を よ り 如 実 に 体 現 し て い る

場 合 も あ る。 こ の パ ネ ル で は、 寺 田 真 由 美 氏 が 音 楽 学 で は ほ と ん

ど 扱 わ れ て 来 な か っ た 寄 席 の 音 楽 に つ い て 報 告 す る ほ か、 寺 内 は、

雅 楽 と 西 洋 音 楽、 音 楽 と 演 劇 の 境 界 を 越 え て 活 動 し た 東 儀 鐡 笛 の

理 念 と 実 践 に つ い て 報 告 す る。

【パ ネ ル 要 旨】

○ 福 本 康 之  「聖 と 俗 の 西 洋 音 楽 受 容 ─ 仏 教 界 の 事 例 を 中 心 に」

　 近 代 日 本 の 仏 教 （ 界 ） に は、 明 治 期 の 仏 教 唱 歌 運 動 を は じ め、

大 正 期 の 讃 仏 歌 運 動、 昭 和 戦 前 期 の 仏 教 童 謡 運 動 や 仏 教 聖 歌 運 動

な ど、 洋 楽 を 積 極 的 に 採 り 入 れ て い こ う と い う 動 き が 見 ら れ る。

先 行 研 究 で は、 洋 楽 推 進 者 （ そ の 多 く は 啓 蒙 的 立 場 に あ る 僧 侶 ）

の 言 説 か ら、 そ う し た 洋 楽 導 入 の 目 的 を 伝 道 ・ 布 教 の 手 段 と し て

位 置 づ け ら れ て き た。 し か し 報 告 者 に よ る 資 料 調 査 か ら は、 洋 楽

が 決 し て 伝 道 ・ 布 教 の 手 段 と し て だ け で は な く、 様 々 な 位 置 づ け

を 持 っ て 演 奏 さ れ て い た 様 子 が 明 ら か と な っ た。

　 結 論 か ら 述 べ る な ら ば、 仏 教 （ 界 ） に お け る 洋 楽 の 受 容 は 「聖」

よ り も む し ろ 「俗」 を 中 心 に 行 わ れ た と い っ て よ い。 実 際 に 洋 楽

が 演 奏 さ れ た 事 例 を 分 類 す る な ら ば、 １ ） 法 要 な ど の 祝 祭 的 宗 教

行 事 （ た だ し 祭 儀 で の 演 奏 で は な く 奉 納 芸 ・ 余 興 と し て ）、 ２ ）

婦 人 会 や 日 曜 学 校 な ど の 信 徒 集 会、 ３ ） 法 話 大 会 な ど 仏 教 関 連 の

大 規 模 な イ ヴ ェ ン ト、 ４ ） 演 奏 会、 に 分 類 さ れ る。

　 そ し て こ れ ら の 事 例 か ら は、 洋 楽 が、 宗 教 儀 礼 よ り も 対 「俗」

イ ヴ ェ ン ト に お い て、 結 界 の 外 部 （ ≒ 本 堂 の 外 陣 ） や 境 内 地 の 外

な ど 「俗」 な る 空 間 に お い て、 音 楽 の 専 門 家、 婦 人 会 や 日 曜 学 校

の メ ン バ ー、 青 年 お よ び 学 生 な ど、 い ず れ も 基 本 的 に は 僧 籍 を 持

た な い 者 に よ っ て 演 奏 さ れ て い た こ と な ど が、 確 認 さ れ る。 こ れ

は 明 ら か に、 内 陣 と い う 「聖」 な る 空 間 に お い て、 儀 礼 の 構 成 要

素 の ひ と つ と し て 僧 侶 に よ っ て 演 奏 さ れ て い た 伝 統 的 な 仏 教 音 楽

で あ る 声 明 と は 対 照 的 で あ る。

　 つ ま り 近 代 の 仏 教 （ 界 ） に お い て は、 洋 楽 と 声 明 に は ま っ た く
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異 な る 位 置 づ け が な さ れ、 両 者 が 棲 み 分 け る 結 果 と な っ て い た と

い え よ う。

　 で は な ぜ、 「俗」 を 中 心 に 洋 楽 が 受 け 入 れ ら れ た の か。 先 行 研

究 で は 指 摘 さ れ て い な い が、 音 楽 の も つ 娯 楽 性 に 鑑 み れ ば、 ひ と

つ に は 信 者 が、 余 興 や 演 奏 会 の プ ロ グ ラ ム と し て、 洋 楽 そ の も の

を 単 純 に 楽 し ん で い た こ と が 考 え ら れ る で あ ろ う。 し か し そ れ だ

け の 理 由 で は、 わ ざ わ ざ 仏 教 関 連 の 場 で な く て も、 今 日 ほ ど で は

な い だ ろ う が、 演 奏 や 聴 取 の 可 能 性 は 開 か れ て い た は ず で あ る。

そ こ で 発 表 者 は、 声 明 が 儀 礼 の 一 環 と し て 演 奏 さ れ た こ と に 着 目

し、 儀 礼 的 視 点 か ら 洋 楽 の 受 容 を 考 え る こ と に し た。

　 伝 統 的 な 法 要 に お い て、 信 者 は 基 本 的 に 「参 列」 す る の み で、

儀 礼 の 執 行 に は 「参 加」 す る 場 が 与 え ら れ て い な い。 し か し 現 代

に お い て は、 信 者 の 「参 加」 す る 儀 礼 が 策 定 ・ 執 行 さ れ、 実 際 に

僧 籍 を 持 た な い 信 者 が 積 極 的 に 参 加 す る 例 が 見 ら れ る。 そ れ ゆ え、

信 者 に は 儀 礼 へ の 参 加 欲 求 が あ る、 と 発 表 者 は 考 え る。

　 ま た、 信 者 集 会 や 大 規 模 な イ ヴ ェ ン ト の 開 会 や 閉 会 の セ レ モ ニ

ー に お い て、 信 者 が “ 機 会 歌 ” と し て の 洋 楽 を 演 奏 す る と い う 行

為 は、 法 要 に 比 べ れ ば 簡 易 な も の で は あ る が、 儀 礼 的 な 性 格 を 帯

び た も の で あ る。 よ っ て 信 者 集 会 や 大 規 模 な イ ヴ ェ ン ト で の 洋 楽

演 奏 と は、 擬 似 法 要 的 な 営 み で あ り、 声 明 を 演 奏 す る 機 会 の な い

信 者 の 儀 礼 参 加 欲 求 を、 擬 似 的 に で は あ る が 満 た す 有 効 な 手 段 と

し て 機 能 し て い た と 考 え ら れ る。 （ な お 当 日 の 報 告 で は、 近 代 に

お け る 教 団 の 国 家 に 対 す る 態 度 な ど に つ い て も 触 れ た が、 紙 面 の

都 合 上、 こ の 点 に つ い て は 近 代 仏 教 学 関 係 の 文 献 を ご 参 照 い た だ

け れ ば 幸 い で あ る ）

○ 奥 中 康 人  「浜 松 ま つ り の ラ ッ パ を 通 し て 見 る 近 代 日 本 の 諸 相」

　 本 発 表 は、 近 代 浜 松 に お け る 祭 礼 の 担 い 手 と ラ ッ パ の 関 係 を 考

察 す る こ と に よ っ て、 ラ ッ パ の 導 入 に つ い て の 仮 説 を 提 示 し た。

　 浜 松 城 下 の 職 人 町 で は、 端 午 の 節 句 に 大 凧 を 揚 げ る こ と で 子 供

の 誕 生 を 祝 い、 成 長 を 祈 願 す る 民 間 習 俗 が 江 戸 時 代 か ら 行 わ れ て

い た。 こ の 凧 揚 げ が 明 治 期 に 組 織 化 さ れ、 市 民 参 加 型 の 「浜 松 ま

つ り」 と な っ た。 現 在 は 169 町 が 参 加 し て い る （ 市 民 は 町 単 位 で

参 加 す る ）。 ラ ッ パ 手 は 一 つ の 町 に 数 名 ~ 十 数 名 で、 凧 揚 げ ・ 初

子 を 祝 う 万 歳 三 唱 ・ 団 体 移 動 す る 際 の 行 進 や パ レ ー ド な ど、 祭 の

あ ら ゆ る シ ー ン で 旧 陸 海 軍 の 「駆 足 行 進」 を 吹 き な ら す。 あ く ま

で も 私 の 印 象 だ が、 秩 序 を 保 ち な が ら 大 騒 ぎ を す る 光 景 は、 一 般
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的 な 「日 本 の 祭」 と は 少 し 異 な る 独 特 の 雰 囲 気 を も っ て い る。 軍

隊 の 「駆 足 行 進」 を 用 い る こ と や、 戦 前 は 練 兵 場 を 凧 揚 げ 会 場 と

し て い た こ と か ら、 一 般 に 「浜 松 ま つ り」 の ラ ッ パ は 軍 隊 の 影 響

と 説 明 さ れ る こ と が 多 い。

　 し か し 近 年 の 「浜 松 ま つ り」 の 歴 史 研 究 は、 か つ て は 各 町 の 凧

揚 げ の 担 い 手 は 町 内 の 町 火 消 ・ 消 防 組 を 母 体 と し て い た こ と を 指

摘 し て い る。 浜 松 に 限 ら ず 祭 礼 の 担 い 手 は 鳶 と よ ば れ る 土 木 建 築

を 職 種 と す る 若 者 で あ る こ と が 多 く、 鳶 は 高 所 作 業 に 慣 れ、 家 屋

の 構 造 を よ く 把 握 し て い た の で 地 域 消 防 も 担 当 し た。 こ こ で 思 い

起 こ す の は、 ラ ッ パ は 軍 隊 の 占 有 で は な く 消 防 組 で も 用 い ら れ て

い た こ と で あ る。 数 十 名 の 若 者 が 6 〜 10 畳 の 大 き な 凧 を 揚 げ る こ

と は、 実 は 地 域 社 会 に と っ て は 迷 惑 行 為 で あ っ た。 不 法 侵 入、 田

畑 を 踏 み 荒 ら す、 樹 木 を 勝 手 に 伐 採、 喧 嘩 な ど の ト ラ ブ ル は 絶 え

な か っ た ら し い。 ト ラ ブ ル は か れ ら の 気 質 に も 起 因 し て い る。 か

れ ら は 威 勢 の よ さ や 荒 っ ぽ さ を 行 動 原 理 ・ 美 学 と し て い た か ら こ

そ、 火 を も 恐 れ ず に 消 火 活 動 が で き た の で あ り、 ま さ に 「火 事 と

喧 嘩」 は 表 裏 一 体 な の で あ る。 江 戸 時 代 の 町 火 消 は、 町 が 自 主 的

に 鳶 を 雇 用 す る こ と で 組 織 さ れ て い た た め、 か れ ら に よ る 多 少 の

迷 惑 は 黙 認 さ れ て い た。 だ が、 明 治 に な り 法 治 国 家 と し て 機 能 し

は じ め る と、 そ れ ま で 黙 認 さ れ て い た ト ラ ブ ル も 例 外 な く 近 代 法

に よ る 取 締 り の 対 象 と な っ た。

　 ま た、 同 時 期 に 消 防 の 方 法 も 変 化 し た。 江 戸 時 代 以 来 の 消 火 法

は 時 代 遅 れ と な り、 西 洋 の ポ ン プ 車 に よ る 注 水 式 消 火 が 主 流 と な

っ た。 ポ ン プ 車 操 法 は 事 前 に 十 分 に 集 団 訓 練 を し て お く 必 要 が あ

り、 そ の 合 図 に 信 号 ラ ッ パ が 用 い ら れ た の で あ る。 つ ま り、 ラ ッ

パ は 各 町 の 消 防 組 の 備 品 で、 消 防 組 メ ン バ ー は 身 体 が 覚 え る ま で

ラ ッ パ 信 号 で 訓 練 を 重 ね て い た の で あ る。

　 こ こ か ら、 か れ ら （ 消 防 組 ≒ 凧 揚 げ 会 ） が ラ ッ パ を 凧 揚 げ に 応

用 し た 理 由 も 推 測 で き る の で は な い だ ろ う か。 つ ま り、 凧 揚 げ 会

場 で の ト ラ ブ ル 回 避、 事 故 の 防 止、 地 域 社 会 へ の 迷 惑 を 自 主 的 に

規 制 す る た め に ラ ッ パ が 用 い ら れ た 公 算 が 高 い。 少 な く と も、 凧

揚 げ 会 場 で ラ ッ パ の 音 が 鳴 り 響 い た 場 合、 凧 を 揚 げ て い る か れ ら

は そ の 信 号 に 無 条 件 に 反 応 す る 身 体 を 持 っ て い た と 考 え ら れ る か

ら で あ る。 現 在 も、 マ ー チ と し て ラ ッ パ が 演 奏 さ れ る と、 集 団 の

秩 序 が 高 ま る 例 は 珍 し く な い。 ポ ン プ 車 操 法 と お な じ く 共 同 作 業

で あ る 凧 揚 げ の 効 率 化 に も ラ ッ パ 信 号 が 用 い ら れ た 可 能 性 は あ る。

重 要 な の は 近 代 社 会 と の 折 り 合 い な が ら 凧 揚 げ を 存 続 さ せ る に は、
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暴 走 の 歯 止 め と し て 自 主 的 に 自 己 規 律 的 な 身 体 を と り い れ （ と り

い れ ざ る を え な く な り ）、 お そ ら く そ の 「道 具」 と し て ラ ッ パ が

用 い ら れ た こ と で あ る。

　 た だ し、 戦 後 は 消 防 や 軍 隊 で ラ ッ パ が 用 い ら れ な く な っ た た め、

か つ て 共 有 さ れ た ラ ッ パ 信 号 の 意 味 は 忘 れ ら れ、 現 在 で は ラ ッ パ

は 「楽 器」 と し て 定 着 し、 「駆 足 行 進」 は 浜 松 ま つ り の 音 楽 と 認

識 さ れ て い る。 そ れ ゆ え ラ ッ パ の 音 そ の も の が 騒 音 迷 惑 と し て 批

判 さ れ る と い う 逆 転 現 象 も お こ っ て い る。

○ 寺 田 真 由 美 「寄 席 の 高 座 に お け る 三 味 線 音 楽」

　 本 パ ネ ル で は、 従 来 の 日 本 音 楽 研 究 の 範 疇 で は ほ と ん ど 扱 わ れ

る こ と の な か っ た 音 曲 師 の 活 動 に つ い て、 明 治 後 期 〜昭 和 初 期 に

お け る 東 京 の 色 物 席 を 中 心 に 報 告 を 行 っ た。 ジ ェ ラ ル ド ・ グ ロ ー

マ ー が 『幕 末 の は や り 唄』 の 中 で、 「音 楽 パ フ ォ ー マ ン ス の 場 と

し て の 寄 席」 に 言 及 し た よ う に、 明 治 期 〜昭 和 初 期 の 寄 席 を 音 楽

上 演 の 側 面 か ら 見 る と、 そ こ は 倉 田 喜 弘 の い う 「民 衆 音 楽 の 花 形」

の 宝 庫 で も あ っ た。 そ し て そ の 担 い 手 で あ っ た 音 曲 師 の 活 動 は、

近 代 に お け る 民 衆 の 音 楽 シ ー ン を 牽 引 し た 一 翼 と し て、 注 目 す べ

き も の だ と い え よ う。

　 音 曲 師 と は、 「落 語 家 と し て の 活 動 に 加 え、 都 々 逸 ・ 大 津 絵 ・

と っ ち り と ん ・ 甚 句 な ど の 音 曲 を 高 座 で 演 じ る 芸 人」 を 指 す。 音

曲 師 と 落 語 家 と の 境 界 線 は 非 常 に 曖 昧 で あ り、 両 者 は 流 動 的 な 存

在 で あ っ た と 考 え ら れ る。 音 曲 師 の 中 で も 演 奏 を メ イ ン と し、 天

才 と う た わ れ た 立 花 家 橘 之 助 が う ち 立 て た の が、 ＜ 浮 世 節 ＞ で あ

る。 浮 世 節 と は、 三 味 線 の 弾 き 唄 い で 演 じ る、 い わ ば 俗 曲 メ ド レ

ー で あ る。 そ の 代 表 曲 と さ れ る 《た ぬ き》 は、 長 唄 《狸》 を ベ ー

ス に、 端 唄、 新 内 な ど の 様 々 な 音 曲 を つ な ぎ あ わ せ た も の と な っ

て い る。 こ の 《た ぬ き》 は 人 気 が 高 か っ た た め か、 い く つ も の レ

コ ー ド 会 社 が 橘 之 助 の 演 奏 で レ コ ー ド に 吹 き 込 ん で い る。 橘 之 助

は 《た ぬ き》 の 他 に も、 60 枚 を 越 え る 端 唄、 俗 曲 の 吹 き 込 み を 行

っ て お り、 ま た 橘 之 助 以 外 に も、 明 治 後 期 〜昭 和 初 期 に か け て は、

二 代 目 立 花 家 花 橘、 七 代 目 橘 家 圓 太 郎、 春 風 亭 柳 な ど、 多 く の 音

曲 師 が 端 唄、 俗 曲 を レ コ ー ド に 吹 き 込 ん で い る こ と が 確 認 で き た。

端 唄、 俗 曲 の 録 音 と い え ば、 我 々 は ( 多 少 時 代 は 下 る が ) 勝 太 郎、

市 丸 な ど の 鶯 芸 者 に よ る 花 柳 界 気 分 を 全 面 に 押 し 出 し た レ コ ー ド

と い う 印 象 を 持 つ が、 一 方 で、 鶯 芸 者 の レ コ ー ド に は 数 の 上 で 及

ば な い と は い え、 男 性 音 曲 師 に よ る 渋 い、 骨 太 の 芸 も 歓 迎 さ れ て
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い た と い う 側 面 も 見 逃 す こ と は で き な い。

　 当 時 の 寄 席 の 高 座 で は、 専 門 家 に よ る 芸 ( 浄 瑠 璃、 長 唄、 琵 琶、

浪 曲 な ど ） の み な ら ず、 音 曲 師 に よ る 端 唄、 俗 曲 な ど、 当 時 の あ

り と あ ら ゆ る ＜ ポ ピ ュ ラ ー 音 楽 ＞ が 雑 多 に 演 じ ら れ て い た。 男 性

中 心 の 享 受 と な る 花 柳 界 と は 異 な り、 寄 席 は 低 廉 で、 女 性 も 子 供

も 芸 を 享 受 し う る 場 で あ っ た。 音 曲 師 は 高 座 か ら レ コ ー ド に も 活

動 の 幅 を 広 げ、 端 唄 や 俗 曲 を 巷 間 に 広 め て い く こ と と な る。 当 時

の 寄 席 に お け る 三 味 線 音 楽 は、 現 代 の 我 々 が 想 像 す る 伝 統 音 楽 な

ど で は な く、 ま だ ま だ 生 き た 音 楽 と し て 民 衆 に 受 け 入 れ ら れ て い

た の で あ ろ う。

　 〜発 表 者 訂 正 〜

フ ロ ア か ら の 『諸 芸 人 名 録』 に お け る 音 曲 師 の 扱 い に 関 す る 質 問

に 対 し、 発 表 者 は 「音 曲 師 は 上 等 之 部 に は い な い」 と 回 答 し ま し

た が、 確 認 し た と こ ろ、 数 名 が 上 等 之 部 に ラ ン ク さ れ て い ま し た。

な お、 本 発 表 で 扱 っ た 立 花 家 橘 之 助 は 下 等 之 部 に 入 っ て い ま す。

訂 正 い た し ま す。

○ 寺 内 直 子  「東 儀 鐡 笛 の 「新 国 民 楽」 と オ ペ ラ 〈常 闇〉 」

　 こ の 報 告 は、 近 代 日 本 に お い て、 当 時 の 音 楽 家 が、 自 ら を と り

ま く 音 楽 状 況 を ど の よ う に 把 握 し、 ま た、 ど の よ う な 進 む べ き 方

向 を 想 定 し て い た か に つ い て、 西 洋 音 楽 と 伝 統 音 楽、 音 楽 と 演 劇

の 境 界 を 超 え て 横 断 的 な 活 動 を し た 東 儀 鐡 笛 （ 本 名 ： 季 治、 1869-

1925 ） に 焦 点 を あ て て 考 察 す る も の で あ る。 発 表 者 が 鐵 笛 に 注 目

す る の は、 雅 楽 の 家 系 に 生 ま れ、 宮 廷 楽 人 で あ っ た 鐵 笛 が、 宮 内

省 を 去 り、 洋 楽 の 作 曲 を 行 い、 新 劇 俳 優 （ 文 芸 協 会 に 参 加 ） に 身

を 投 じ な が ら、 一 方 で、 雑 誌 『音 楽 界』 な ど に、 延 々 と 雅 楽 の 歴

史 を 連 載 し て い る こ と に 興 味 を 抱 い た か ら で あ る。 雅 楽 の 道 を 去

り な が ら、 な ぜ 雅 楽 に 固 執 す る の か。 鐵 笛 の な か で、 二 つ の 相 反

す る よ う に 見 え る 活 動 の 方 向 が、 ど の よ う に 折 り 合 い を つ け て 行

わ れ て い た の か に つ い て、 そ の 言 説 と 作 品 の 分 析 を 通 し て 考 え る。

1. 鐡 笛 の 説 く 「日 本 音 楽」 の 将 来 　

　 鐵 笛 は、 さ ま ざ ま な 概 念 を 用 い て 「日 本 音 楽」 の 将 来 に つ い て

述 べ て い る。 ま ず、 「日 本 音 楽」 は、 箏 や 三 味 線 な ど の い わ ゆ る

伝 統 的 な 種 目 で は な く、 外 来 の も の も 含 め、 日 本 の 既 存 の 音 楽 の

総 称 と し て 用 い て い る。 「国 楽」 は こ れ と 同 義 で あ る。 鐡 笛 は ま

た、 「俗 曲」 と 「俗 楽」 を 同 義 に 扱 い、 日 本 に お け る 雅 楽 以 外 の

近 世 三 味 線 や 箏 音 楽、 琵 琶 な ど を 広 く 指 し て 使 っ て い る。 「邦 楽」
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も 同 様 で あ る。 明 治 40 年 こ ろ の 音 楽 状 況 の 認 識 と し て、 鐵 笛 は、

外 来 の 「泰 西 楽」 を、 や み く も に、 稚 拙 に 「模 倣」 し た も の か、

無 自 覚 に 踏 襲 さ れ て い る 過 去 の 遺 物 の 伝 統 音 楽 し か 存 在 し て お ら

ず、 現 代 の 情 勢 を 反 映 し た 「新 楽 （ 新 様 式 の 音 楽 ）」 が い ま だ 現

れ て い な い と 嘆 い て い る。 1910 年 以 降 は、 そ の 「新 し い 音 楽」 は

「新 国 民 楽」 「国 民 音 楽」 に 置 き 換 え ら れ て 語 ら れ て い る。 鐡 笛

に よ る と、 将 来 の 「国 民 楽」 の 土 台 と な る の は、 様 式 が 完 成 し て

い て 発 展 の 余 地 が な い 「俗 曲」 「俗 楽」 「邦 楽」 で は な く、 西 洋

音 楽 で あ る。 そ の 際、 西 洋 音 楽 を 土 台 と す る こ と の 正 当 性 の 根 拠

と し て、 鐡 笛 は 明 治 時 代 を、 ア ジ ア 大 陸 の 様 々 な 国 か ら 音 楽 を 採

り 入 れ て、 日 本 の 中 に 定 着 さ せ て い っ た 平 安 時 代 と 重 ね て い る。

す な わ ち、 古 の 日 本 に お い て、 祖 先 た ち は 雅 楽 と い う 外 来 音 楽 を

積 極 的 に 採 り 入 れ、 幾 多 の 淘 汰 と 変 遷 を 経 て、 最 終 的 に 「日 本 の

音 楽」 と し て 定 着 さ せ た の で あ る か ら、 明 治 時 代 に お い て も、 西

洋 音 楽 を 積 極 的 に 採 り 入 れ、 こ れ を 土 台 と し た 新 し い 音 楽 を 作 る

こ と が で き る、 と 考 え た の で あ る。 外 来 音 楽 の 導 入 ・ 定 着 ・ 日 本

化、 と い う 雅 楽 の 歴 史 を ひ き あ い に 出 す こ と に よ っ て、 鐡 笛 は、

西 洋 か ら も た ら さ れ た 語 法 に よ る 作 曲 活 動 や 新 劇 運 動 に 身 を 投 じ

た み ず か ら の 現 在 の 活 動 と、 重 代 の 楽 家 と い う 出 自 に 折 り 合 い を

つ け た の で あ る。 こ れ に よ っ て、 鐡 笛 は、 自 己 矛 盾 を 回 避 し た、

と 言 え よ う。

2. 　 鐡 笛 の 実 践 ： 〈常 闇〉 に お け る 二 面 性

　 オ ペ ラ 〈常 闇〉 は 日 本 神 話 の 天 岩 戸 の エ ピ ソ ー ド を 題 材 と し て、

坪 内 逍 遥 が 作 詞、 東 儀 鐡 笛 が 作 曲 し た 日 本 初 の 和 製 オ ペ ラ と さ れ

て い る。 明 治 39 （ 1906 ） 年 11 月 10 日、 歌 舞 伎 座 で 初 演 さ れ た。 全

体 で 20 曲 以 上 の 旋 律 か ら 構 成 さ れ て お り、 基 本 的 に 和 声 つ き の 西

洋 音 楽 の 特 徴 を 持 っ て い る。 た だ し、 旋 律 の 一 部 は、 雅 楽 や 三 味

線 音 楽 の 旋 律 か ら 借 用 さ れ て い る。 そ の 際、 興 味 深 い こ と に、 あ

る 時 は 西 洋 的 感 覚 で、 伝 統 的 な 旋 律 を 「も の 悲 し い」 短 調 と し て

捉 え、 悲 嘆 に く れ る 場 面 に 用 い、 別 の 場 面 で は、 同 じ く 短 調 的 な

近 世 三 味 線 音 楽 風 の 旋 律 を、 そ の 音 楽 の も と の 脈 絡 に 注 目 し て、

に ぎ や か な 酔 態 の 場 面 に 用 い て い る。 後 者 で は、 都 節 音 階、 三 味

線 音 楽 か ら 酒 宴、 盛 り 場 を 連 想 す る 日 本 人 の 感 覚 が 優 先 さ れ て い

る。 つ ま り、 〈常 闇〉 に お け る 「西 洋」 と 「日 本」 の 混 交 は、 音

の レ ベ ル だ け で な く、 音 を 使 い 分 け る 作 曲 者 の 耳 （ 意 識 ） の レ ベ

ル に お い て も、 起 こ っ て い る の で あ る。

　 〈常 闇〉 の よ う な ハ イ ブ リ ッ ド な 作 品 は、 あ る 意 味 で 西 洋 音 楽
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と 日 本 伝 統 音 楽、 音 楽 と 演 劇 の 境 界 に あ る 存 在 と し て、 そ れ ぞ れ

の 分 野 の 主 流 か ら は と か く 無 視 さ れ が ち で あ る。 し か し、 お そ ら

く は 無 数 に 行 わ れ、 忘 れ 去 ら れ た こ う し た 近 代 の 異 種 混 交 の 試 み

を、 現 在 の 視 点 や 制 度 を 脱 構 築 し た 地 平 か ら 今 一 度 照 ら し て み る

と、 音 が、 ま た 別 の 意 味 合 い を 持 っ て 私 の 前 に 立 ち 現 れ て 来 る の

で あ る。

【パ ネ ル 報 告】

○  報 告 者 ： 今 田 健 太 郎

　 近 代 日 本 に お い て、 従 来 か ら あ る 音 楽 と そ う で は な い 音 楽 が ど

の よ う な 局 面 に お い て ど の よ う な 折 衝 が お こ な わ れ た の か （ あ る

い は お こ な わ れ な か っ た の か ）、 具 体 的 な 事 例 を つ う じ て そ の 様

相 を さ ぐ ろ う と い う の が、 こ の パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 趣 旨 で

あ る。 ４ 件 あ っ た 報 告 の う ち ３ 件 ま で が 洋 楽 受 容 の 問 題 で あ っ た

の で、 各 報 告 の 方 向 性 に つ い て な に か 統 一 さ れ た も の を 予 想 し て

い た が、 む し ろ ま っ た く 独 立 し て お り、 か つ ボ リ ュ ー ム の あ る も

の ば か り で あ っ た。 ４ つ の 口 頭 発 表 の あ と、 そ れ ら を 自 由 に 行 き

来 す る 質 疑 応 答 が お こ な わ れ た、 と い う 印 象 で あ る。

　 福 本 康 之 氏 は、 戦 前 の 仏 教 （ 主 に 浄 土 真 宗 ） に 洋 楽 が 導 入 さ れ

る 過 程 を 跡 づ け て、 そ れ を 伝 統 的 で 「聖」 な る 声 明 と 対 置 さ れ た

「俗」 の 領 域 に と ど ま っ て き た こ と を 明 ら か に し た。 そ の 論 調 に

は、 洋 楽 が 儀 礼 に 含 め ら れ な い 現 状 で は 信 者 の 儀 礼 参 加 の 欲 求 が

満 た さ れ な い の で は な い か、 と い う い ら だ ち が 読 み 取 れ る。

　 そ の 是 非 は と も か く、 洋 楽 と 仏 教 儀 礼 と の 適 合 性 に つ い て は 説

明 が 少 な く、 洋 楽 導 入 の 必 然 性 が 見 え て こ な か っ た の は 残 念 で あ

る。 た と え ば、 仏 教 唱 歌 や 讃 仏 歌 な ど が 近 世 の 習 俗 と は ど の よ う

な 連 続 を な す の か、 と い う 質 問 に 対 し て、 氏 は、 近 世 に も 同 様 の

も の が あ っ た の で は な い か と 主 張 し た。 し か し そ の 推 論 自 体 が 洋

楽 的 な 枠 組 み か ら 出 発 し て い る と い う 疑 念 は ぬ ぐ え な い。 仏 教 の

教 義 や 習 俗 と す り あ わ せ る 努 力 が 求 め ら れ よ う。

　 奥 中 康 人 氏 の 報 告 は、 浜 松 ま つ り の 凧 揚 げ に 用 い ら れ る ラ ッ パ

に つ い て、 そ れ ら が 近 代 に お い て 配 備 さ れ た 消 防 組 の 備 品 （ 「楽

器」 で は な い ） で あ っ た こ と に 由 来 し な が ら も、 現 在 で は 浜 松 ま

つ り の お 囃 子 的 な も の （ つ ま り 「楽 器」 ） と し て 認 識 さ れ て い る

こ と を 明 ら か に し た。 限 定 さ れ た 題 材 を 扱 い な が ら、 官 の お し き

せ だ っ た も の が 民 に 土 着 化 す る と い う、 日 本 の 洋 楽 全 般 に 敷 衍 で
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き そ う な メ タ ・ ヒ ス ト リ ー を 含 ん で い た こ と は、 な か な か 興 味 深

い。

　 と は い え、 過 度 の 一 般 化 は 避 け る べ き か も し れ な い。 ラ ッ パ が

使 わ れ る 以 前 に は 何 が 使 わ れ て い た の か と い う 質 問 に 対 し て、 氏

は 木 遣 り が あ っ た の で は な い か と 答 え た が、 別 の 質 問 者 か ら は、

中 国 の 事 例 と の 類 似 性 か ら 法 螺 貝 で あ っ た 可 能 性 が あ る と の 指 摘

が あ っ た。 こ う し た 比 較 研 究 の 可 能 性 も 見 逃 し て は な ら な い だ ろ

う。

　 寺 田 真 由 美 氏 は、 今 回 の 報 告 者 の 中 で 唯 一 洋 楽 に は 触 れ ず、 寄

席 の 演 芸 で あ っ た 「音 曲 師」 を と り あ げ た。 い く つ か の 言 説 か ら、

噺 家 で あ り つ つ 俗 曲 の 演 唱 を と り ま ぜ た 高 座 を つ と め る と い う ス

タ イ ル を く く り だ し、 そ の 代 表 的 な 存 在 で あ っ た 立 花 家 橘 之 助 の

活 動 を 紹 介 し た。 音 曲 師 た ち の 依 っ た 寄 席 と い う 場 や、 音 楽 と 芸

能 の 未 分 化 な 状 態 な ど は、 た し か に 「現 在 の 日 本 の 音 楽 史 か ら は

こ ぼ れ 落 ち て し ま う 対 象 （ 司 会 に よ る 位 置 づ け ）」 の 持 ち 味 で あ

り、 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 趣 旨 に 沿 っ た 意 義 を 感 じ さ せ る も

の だ っ た。

　 質 疑 で は 主 に、 「音 曲 師」 と い う 演 芸 の ス タ イ ル が ど の 程 度 ま

で 特 定 で き る の か、 あ る い は そ の 語 の 示 す 範 囲 に つ い て 議 論 が 交

わ さ れ た。 氏 は、 そ の 定 義 が 後 世 の 言 説 に 強 く 依 っ て い る こ と を

明 か し、 ま た 「音 曲 師」 と い う 名 称 も 席 亭 に よ っ て か な り 流 動 的

で あ る こ と を 示 し た。 こ う し た 基 本 的 な 合 意 の 形 成 が 求 め ら れ る

の も、 既 存 の 枠 組 み か ら こ ぼ れ 落 ち た 対 象 ゆ え だ ろ う。 こ こ か ら

う ま く 再 評 価 に も っ て い く た め に は、 そ の 戦 略 に さ ら な る 工 夫 を

望 み た い。

　 寺 内 直 子 氏 の 報 告 は、 東 儀 鐡 笛 と い う、 雅 楽 の 伶 人 の 血 筋 を ひ

き な が ら 洋 楽 の 作 曲 家 に 転 身 し、 さ ら に 新 劇 の 俳 優 と し て も 活 躍

し た と い う 人 物 を と り あ げ、 一 貫 性 を 見 い だ し が た い 彼 の 活 動 に

つ い て 見 通 し を 与 え よ う と い う も の。 そ れ に よ れ ば、 東 儀 は、 近

代 化 の 波 に さ ら さ れ た 明 治 期 を 平 安 期 と 重 ね あ わ せ、 雅 楽 が そ の

当 時 の 国 内 外 の 音 楽 を 総 合 し て 成 立 し た の と 同 様 に、 邦 楽 に つ い

て 一 定 の 評 価 を 与 え な が ら そ れ ら を 包 含 し た 国 民 楽 を 構 想 す る 際

に は 洋 楽 に よ っ て 総 合 す べ き だ と 考 え、 そ れ を 実 践 し た の で は な

い か と い う。

　 雅 楽 の 伶 人 に し て 進 取 の 気 風 と い う の は 意 外 か も し れ な い が、

現 在 で い う と こ ろ の 宮 内 庁 楽 部 は 明 治 期 に お い て 洋 楽 伝 習 の 一 大

拠 点 で あ っ た こ と か ら も、 そ の 主 張 は 蓋 然 性 が 高 い と い え る だ ろ
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う。 た だ 時 間 の 都 合 か ら、 氏 の 報 告 に つ い て の 質 疑 応 答 が ほ と ん

ど お こ な わ れ な か っ た の は 残 念 で あ る。

　 以 上、 各 報 告 に つ い て、 質 疑 の や り と り を 付 け 加 え な が ら ま と

め た。 も ち ろ ん、 報 告 者 の 主 張 や 交 わ さ れ た 議 論 は こ の 限 り で は

な い こ と を ご 了 承 願 い た い。 ま と め な が ら あ ら た め て 感 じ た の は、

洋 楽 受 容 を 中 心 と す る 日 本 音 楽 の 近 代 化 を 論 じ る と き、 安 易 な 相

対 主 義 や 進 歩 史 観 に 陥 る こ と を 避 け つ つ、 現 在 の 問 題 と し て 活 か

す に は ど の よ う に す れ ば よ い の か、 と い う 問 題 で あ る。 こ れ は パ

ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン で 是 非 深 め て ほ し か っ た の で あ る が、 時 間

が 足 り な か っ た。 残 念 で は あ る が、 顕 在 化 さ せ た と い う こ と で ま

ず は 評 価 し た い。 ま た、 こ の よ う な 拙 文 を 通 じ て 問 題 意 識 を 広 く

共 有 で き れ ば 幸 い で あ る。

○ 報 告 者 ： 細 田 明 宏

　 パ ネ リ ス ト の 発 表 は い ず れ も、 現 在 ま で の 研 究 に お い て あ ま り

取 り 上 げ ら れ て こ な か っ た テ ー マ に 意 欲 的 に 取 り 組 ん だ も の で、

教 え ら れ る こ と が 多 か っ た。 ま ず パ ネ リ ス ト の 皆 さ ん に 感 謝 し た

い。

　 さ て 各 発 表 に お い て は、 発 表 者 そ れ ぞ れ の 問 題 意 識 と、 研 究 対

象 に ア プ ロ ー チ す る た め の 独 自 の 工 夫 が み ら れ た。 そ の 反 面、 全

体 を ま と め る テ ー マ を 特 に 設 定 し て い な い こ と も あ り、 パ ネ ル 全

体 を 見 渡 す こ と は 難 し か っ た。 フ ロ ア を 交 え た 質 疑 応 答 に お い て

も 議 論 が や や 拡 散 し て い る よ う に 思 わ れ た。

　 確 か に こ の 種 の パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン に お い て は、 た い て い

は 結 論 な ど 出 な い も の だ し、 安 直 な 結 論 を 出 そ う と し て テ ー マ を

絞 る と 個 々 の 発 表 の 良 さ が 失 わ れ る お そ れ も あ る。 し か し 今 回 は、

個 々 の 発 表 に 対 す る 質 問 で 時 間 切 れ と な り、 全 体 の 議 論 が 充 分 な

さ れ な か っ た 感 が あ る。 せ め て 各 発 表 者 が、 研 究 の 目 的 や 射 程、

方 法 論 な ど を も う 少 し 明 確 に し て い た ら、 議 論 の ポ イ ン ト も よ り

絞 れ た の で は な い だ ろ う か。

　 た と え ば 寺 田 発 表 に 対 し て、 寄 席 演 芸 家 の 分 類 に つ い て フ ロ ア

よ り 質 問 が あ り 議 論 が な さ れ た。 こ の こ と は 重 要 な 指 摘 で あ り、

充 分 論 じ る に 値 す る 問 題 だ が、 し か し こ の パ ネ ル の 中 で は 中 心 的

な 課 題 と は い え な い よ う に 思 え る。

　 と こ ろ で 筆 者 が 意 外 に 思 っ た の は、 寺 内 発 表 を 除 い て、 音 楽 そ

の も の に つ い て の 議 論 が ほ と ん ど な さ れ な か っ た こ と だ。 原 則 論
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で は あ る が、 音 楽 学 と い う 場 で あ る 以 上、 他 の 文 化 と は 異 な る 音

楽 な ら で は の 意 味 に つ い て の 考 察 を 聞 き た か っ た （ 筆 者 は こ の 点

に 関 し、 福 本 氏 に 対 し 質 問 さ せ て い た だ い た ）。 い わ ゆ る 楽 曲 分

析 が 必 要 だ と い う の で は な い。 そ の 音 楽 が 演 奏 さ れ た り 用 い ら れ

た り す る 意 味 を （ た と え ネ ガ テ ィ ブ な も の で あ っ て も ） 知 り た い

の で あ る。

　 そ う で な け れ ば、 当 時 の 時 代 状 況 な ど の 社 会 環 境 に つ い て も っ

と 論 じ て 欲 し か っ た。 今 回 は 「資 料 が 全 て を 物 語 る」 と い う ほ ど

の 絶 対 的 な 資 料 は 紹 介 さ れ て い な い と 思 う。 そ れ だ け に 資 料 を ど

の よ う に 位 置 づ け る か と い う 作 業 が 必 要 に な っ て く る。 そ の た め

に も、 そ の 音 楽 が 生 き て き た 環 境 に つ い て 知 る こ と は 重 要 だ と 思

う か ら で あ る。

　 こ の レ ビ ュ ー で は、 個 々 の 発 表 に つ い て 詳 し く 触 れ る 余 裕 は な

か っ た。 し か し そ れ ぞ れ に 興 味 深 い テ ー マ で あ り、 よ り 詳 し い 話

を 聞 い て み た い と 思 わ せ る も の ば か り だ っ た。 特 に、 雅 楽 と 西 洋

音 楽 と に ま た が っ て 活 躍 し た 人 物 に つ い て の 寺 内 発 表 に は 興 味 を

ひ か れ た が、 質 疑 応 答 で も ほ と ん ど 触 れ ら れ ず に 終 わ っ て し ま っ

た の が 残 念 だ。 今 回 の パ ネ ル の 発 表 が 近 い う ち に 独 立 し た 発 表 へ

と 発 展 す る こ と が 期 待 さ れ る。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

●  研 究 発 表 申 し 込 み に つ い て

西 日 本 支 部 の 定 例 研 究 会 で の 研 究 発 表 申 し 込 み は 下 記 ま で ご 連 絡

く だ さ い。

〒 570-8555 　 大 阪 府 守 口 市 藤 田 町 6-21-57 　

大 阪 国 際 大 学 人 間 科 学 部 　 藤 田 研 究 室

電 話  06-6902-0791 ext. 2568 、 fax 06-6902-8894 （ 代 表 ）

e-mail tfujita@hus.oiu.ac.jp  

●  入 会 申 し 込 み ・ 住 所 変 更 に つ い て

入 会 ご 希 望 の 方 は、 80 円 分 の 郵 便 切 手 を 同 封 し、 下 記 の 学 会 本 部

事 務 所 へ 入 会 案 内 ・ 申 し 込 み 用 紙 を ご 請 求 く だ さ い。 会 員 の 住 所

等 の 変 更 に つ い て も 本 部 事 務 所 へ お 知 ら せ く だ さ い。

〒 110-0001 　 東 京 都 台 東 区 谷 中 5-9-25 　 第 2 八 光 ハ ウ ス 201 号 　
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( 社 ) 東 洋 音 楽 学 会

電 話  03-3823-5173 、 fax 03-3823-5174 、 e-mail LEN03210@nifty.com

発 行 ： （ 社 ） 東 洋 音 楽 学 会 西 日 本 支 部 　 　 編 集 担 当 ： 寺 内 直 子

〒 658-0016 　 兵 庫 県 神 戸 市 灘 区 鶴 甲 １ - ２ - １ 　 神 戸 大 学 国 際 文

化 学 部 　 寺 内 研 究 室 気 付

e-mail: naokotk@kobe-u.ac.jp 、 fax: 078-803-7509 （ 寺 内 気 付 ）
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